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擧

が

行

♦は
る 

> に
際
し
、夫
れ 

、
 

.：:'
:
::
«

p

を
改
革
す
名

'と
共
に
ホ
ィ
ジ
グ
黨
は
自
由
霉
と
改
名
し
、ト
ー
リ
ィ
黨
は
保
守
黨
ヾ

」

改

名
し
て
、何
れ
も
面

0
を
一

:
.渐
し
六
。

;
自
由

«
は
新
選
擧
法
に
依
つ
て
選
皋
權
を
與
へ
ら
れ
た

.

It
.も
に
商
エ

*
翁
.が
ら

.成
る
中
等
階
級
を
味
，方に

.加
へ
て
大
に
黨

#>
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。

“

:
:;
然
し
保
守
黨
の

.方
，で
も
，

「

八
.六
七

.年
の

.第
ニ
囘
選
擧
法
改

'IE
に
際
し
、デ
ス
レ
リ
ィ
が
都
市
の

勞

#

«
に
選
擧
栩
を
赋
與
；し

たM
E
f
f

多
少
下
級
社
會
に

：
咏
方
を
加

へ

た
ソ

保
守
黨
は
貴
唉

0

,!
:

I 

• 

• 

I 

•
. ,1

,

.. 

. 

. 

, 

.
 

• 

. 

. 

...... 

, 

,

.豪
の
味
方

.で
、自
由
黨
は
中
等
社
會
や
勞
働
階
級
の
徒
黨
で
あ

る

と

云
ふ

の
は
、
®
す
る
に
比
較 

.

,的
の

.#
で
あ
る
。

::1,

八
，四
六
年
サ

1
•.
.ロ
パ

I
ト
•ビ
I
ル
が

0
物
法

®
止
を

»
行
し
た
の
で
、保

守
黨
は
舊
來
の
ト
丨
リ
ィ
分
子
所
謂
：ビ

1
ラ
ィ
上
ビ
i
 \

の
味
方

)V
J

分
離
し
、ダ
，
ラ
ッ
ト
ス
ト
 

:

ン
も
：其
の

中

に
あ
つ
泠
後

«
ば
後
に
；率
由
黧
と
合
體
し
た
。
自
由
黨
の
方
で

も
、元
來

(

部
の 

大
.貴
族
を

中

舉
と
し
.た
膂
來
の
ホ

ィ
ジ
ダ
^
子

ど

®
も

に

下
級
社
會
の
利
、益
を
代
表
し

V
.

居
た 

ラ
デ
力

V

派w

は
、常
に
黨
內
に

'於
て
軋
櫟
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、會

~ 

, 

|

八
八
六
年
グ
ラ
ッ
ド 

巧
ト
ン
が
愛
蘭
自

^
燊
；を
；國
會

„に
：提
出
し
た
の
を
動
機
と
し
て
、チ
ェ
ン

パ

レ
.
ン
一

.
派
は
：分

*

し 

て
*別

に

£!
5
€ョ
1
1
1
1
1
1

§ぎ
.黨
.を
樹

立

し

‘た
。
' 
此
の
火
ベ
ラ
ル
。ユ
二
ォ
二
ス
ト
は

a
ら
く
別
個
の 

團
體
を
形
成
し
で
：释

/2
,
0セ

が

、後
に
は
保
守

«
と
合
體
し
て
今

'日
：み

.統
一
鐵
ど
な

^

た
 

の
で
ハ
あ
る
。

自
由
，黨
.«'
チ
：テ
ン
ぺ
レ
：V

I
,

猶
：を
失
つ
;'
'-'
た
代
恤

.と
し
て
、愛
.{1
國
民
へ
黨
の
後
援
を
覷 

得
た
け
れ

.ざ
、國

_民

*

は決
：：

し

て

自
_
黨
に
非
中
、併
か
も

' 自

tf
l

m
の
碟
る

«
耍
な
る
信
.條

i:
は 

常
.把
：反
對
し
て
居
た
の

'
.
.
である
か'

由露に
取つて

.牽
引

_
情
は
■な
か
：' つ
た

の

で

あ

s
o 

,
.•■
;
自

II
I
黨

は

荊g

獄
爭
.に
小
英
國
ま
_

を
唱
道
し
て
■戰

#

に
：反
對
、し
：た
：結
娘
、大

に

雜

#
の
不 

驗
を
質
つ
た
の
で
あ
る
が
、雜

一

難
の

«
で
も
、チュン

パ

レ
ン
狀
關
稱
改
藥
論
&
主
張
し
て
喷
の 

宰
相

.4
/
が
プ
ォ
ーK

と

#
.つ

■

旖

覚

に

a
內
の
‘不
»;
を
' 辑
き
；j 

.
:
九
ぃ
0

>>
年
自
由

*
に
政
權

を 

讓
る
の
餘
儀
一
な
き
に
M:
4
^
:
。
'
前

後

約

ニ

十

年

鳳
*;
.
も

-
八
：
#

^

ら

间

儿_

华

ま
.で
.
は

第
十
四
猞

(

二〇
H

)

論
說
埏
國
吵
ニ
大
政

制̂と勞働豁
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.笫
十
四'锻

(

s

四)

論

‘
說
英
國
の

.ニ

欠

敷

龇

基

.働
激

 

.第

二

挪

六

ー

「

0
由
潆
內
勝
で
あ
•つ

£
既

»
に
離
れ
，て
居
た
.自
凼
黨
政
府
の

®
會
政
解
成
、大
に
下
級
社
會
の 

人
氣
に
挽
じ
で
、自
由
愈
は
，恰
，も
：姐
，..日冲
天

.の
勢

#

以
.て

1
勢
を

_

#

.し

.た
の
嗜
あ
る
。
め
し 

第

3

»
齋
蘭
齒
治
法
案

.
0
-)1
1
過
は

、
& 

_黨
れ
取
つ
で
餘
翱
.办
犠
婢
负
あ

^
た

ビ

こ

ろ

^

^

同 

の
太
戰
は
破
裂
し

^

f
元
と

_
由
黨
は
ダ
泛
ッ
ド
ス
ト
ン
以
來
人
道
注

_

#
喝

'へ、小
國
拔
§
權 

飾
を
主
張
し
て
、舞

0
に
際
し
て
每

.時
も

M
腰
で
あ
る

.■か

.
&、帝

'國
0 
0
0
信
奉
し
齡
外
硕
論

.0 

で
あ
る
保
守
黨
，

0

#:
に
典
の
都

®
致
さ
る

、

の
例
で
あ
る
々
，
ク
リ
ム
戰
泰
で
も
爾
ぅ
で
あ
つ 

龙
。
露
土
戰

f
,
f八
七
六
丨
七
年

)
で
も
爾

1
で
あ

0.
^
。
'
南
阿

_
带

1:
'

^
亦
爾
ぅ
で
あ
つ
*
。
 

I

今
度
の

*
戰
破
裂

0;
後
、ァ
ス
ク
ィ
ス
办

’
_
.̂
0
も
强
く
支
持

し

た

の

：は
、®

11
1
.歡
ょ
ヶ

.は
、却
つ
て 

':
!
反
.對

侧

ゆ

棘

|べ
鐵
で
/
,

Q

つ

だ

？:
S
は
、年
尙
ほ
.世
大
の
記
修

d

沿
沒
な
る
如
く
で
あ
る
。
然
し 

.

&
由
黛
の
.ホ
堅
た
な
ァ
メ

 

4
ィ
4

マッケナ、ラ
ン
シ
マ

.
ン
.

み
戰
爭
に
爇
心
を
缺
い
で
思
次
る
は
、
 

-

彼
等
平
生
の
主
義
ビ
信
念
か

‘夺
纸
ぬ
秋
で
あ
る
が
ら
ノ
ヮ
イ
ド
ン
デ
ョ
す
ジ
等
の
一
派
は
統
一
‘黨 

.
咬
固
ぐ
提
戴
し
で
、
一
九
，一.
六
华
末
遂
に
；陰
謀
起
以
て
ァ
ス

.ク
ィ
ズ
內
間
を
，破

壤

し

た

次

0
で

0 

る

。

：：
所

が

一

，
昨

^
末

(?
>
總

M
擧
意
は

.、*
揭
の

表
滅
击
す
趣
く
、ァ
及

:ク
-
ス
派
の

@
 
_
鐵
は
一
一
十 

八
名
に
激
缺
し
、こ
れ
に
政
府
侧
の

a
由

0
w

H
十

3
名

を
加
へ
て
も
、你
ぼ
統
一

「

黨
.朝
野
兩
派

’办
‘合
.扑
_

0;
半
ば
に

.
3
へ
き

b 

Sい
不
振
の
狀
雄
信
陷

.CV

だ
。
■
,然
し
此
の
舞
き
結
果
を
#
も 

1>
!
た
の
は
，畢
竟
戰

S

分
衆

^ ：
^
ら

ず

，
ロ

ィ

ド

。
，
デ
ョ
ー
，
シ

を

し

‘：て
，

動

$

成
功
せ
し
办
む
と
の 

.典
國
人
多
數

0
:希
：自
の
反
響
に
過
ぎ
な
い
謂
は
ぐ
木
自
然
の

a
象
..で

あ

ウ
た

の
で

あ

る

。

輯 

.て
食
由
黨
妙
平
和

’政
策

も

以

尤

頹

勢

ぉ

换

囘

ず

可

き

.は
略

'ぼ
想
：像
が
出
：

^
る.。

...

■
. .

 
'

 '
 

i, . 

.

 
.

,

.

!,

 
.
•
- 

.

 

•

 

—

n
Ji
a
=
,
J
は
英
國
南
大

ic
i

0'
_

藤
の
齡
歡
：で，あ

‘

が
、然
ら
ぼ
雨

'者
の
主
義
、綱
領
め
間
に
は
何 

秘
の
：相
興
が
あ
る
で
か
ら
ぅ
が
ィ
英
樹

»

»
诞
の
大
家
ァ

1

ス
.，キ：ン

•
メ
ト
は

#

守
.黨
の
大
-主 

藝
ば
機
威

.?-
t
hOK
r等)

しでへ

*：
：
 0

て
©,
#'
^

^

€れ

.ば
人

■
の
嫌
利
及
：び

#
:權

(popular 

H
^
t
s 

and 

1,
ぐil

e
g
e
#

で
あ
ん
，：

'i'
.
の
定
義
を
與
へ

1:
:
居
る
け
れ

¥ ;
、國
王

4>
敎

#
の
權
，威
の
衰
微
し
て
一
方 

、口
於
て
；保
守
黨
ボ
雖
，下

述

0
、や
ぅ
ば

.
<、民
の
味
方

^

以

.つ
て
任

,
.
.て居
る
今
日
、こ
の
®
義
は 

稍
ぃ
時
勢
に
適
合
し
な

^
慽

が

あ

る

ぅ

が

國
V王
や
鈥

.#

0猶
威
を
主
張
し
な 

%

於
如
ぐ
、人

.民
め

*
:刺
及

'び
#
權

の

擁

謙

寧

は

必

，
，

し

'も

自

由
*
の
"
#賣
で
は
な
い
。
耍
す 

各

I

翁
の
主
義
綱

ii
'
;
0ii
_

程
度
の
相
異
《
あ
づ
セ

^'
»

»
の

0
別
.は
な
い
の
で
あ
る

P 

凡
备
政
黛

.が
人

.稱
若
く

_
宗
敎
に
ょ
つ
で

.分
立
：'ず
，る
か
^

ぼ
輕
戀
に

'鄉
容

：

れ
な
い
政

:}
0

1

0
 

( 

ニ
0
ゼ)

0

說
證
の
ニ
大
政
親
，と

鬆

膦

，
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第
十
^r.. 

c
r
l
o

か
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論

z
說
.

英
阀
の
ニ
大
政
簕
制
と
务
獅
溉 

n

>'
vせ

へ
 

意見

‘の
根
本
的
相
：異
に
ょ
.
つ
そ
'相
.分
る
• 

f 

で
が
つ
て
、#
政
黨
地
：圖
の
色
別
は
：久
し
さ
に
.
S
- ̂ 

r
w 

 ̂

 ̂

^

い
。

愛

4
の 

一

> 

政
黨
ゆ

’圍
結
强

.：固
な
“

、其

.，の
適

，
例

で

4
.る
。
"
' 歐
羅

^
.大
'

_

_

_の魏
黨
は
、人
種
や
宗
敎
や 

「

r
級
を
代
表

.し
た
る
も
の
が
，

^
い
か
ら
政

-黨
間
，
.
0競
银

.は
殺

«

1:
'
-
-
且
.深
刻
で
あ
る
。

己

"t
こ
 

■'
'■'■:;

反
し
て

#
米
合

_

國
，の

.典
和
黨
と
民

.主
黨
璿
の

.間
，英

_
の〈

自

#

m
と
統

’p

黨
ん
 

, 

 ̂

-

す
し
も

.踰
越
す
み
こ
と

0
出
來
な
い

ff
i

m
が

f
e
v
o 0 

0 
0 
0̂ 

M 

^
 

®
に
.

相
違
し
孓
居
る
：

9
で
は
な
く
し
て
遽
：爭

0.
;
龠

_
 

ら
.ぬ々
，
即
'ち
通 

;;
:
常
の
、時
事

|
?題は一政

' 黨
の
分

.野
を
割

.，.し
で

.®:
る
-
0
'
;
:
.

で
.令
る

.
か
.ら
、敵
黨
の

.
«

■.内
：？

b
:役
0
を 

獲
親
す
る
こ
牟
來
可
能
一
で
；は：な
；い
。：
從
久
で
政

〔
黨
地

_
.の
色
別
は
常

'に
灰
象
る

「

變

ff
i
(
:fc
免
れ 

:
な
い
。

.

由
、保
守

0
.
M
.
の
.雨
極
端
の
間
に
こ
を
大
な
る
距
離
は
あ
れ
、兩
鐵
員
の
大
多
數
は
雨 

.

M
間
の
境
界
線

R
.密
集
し
て

®
る；；
.の
で
：あ

.る
か

&
、m
に

，
述

：
ベ

」

た
：
-̂

ラ

に
、保
守
黨
は
常
に
自

*

.

:■
鐵

©
雕
反
截
に
；依
つ
て
補
、充
せ
ら
れ
、反
：對

咏

迦

義

的

’懷
守
：主
轉
者
：は

«
界

5:
':越

へ

て

0
山

« 

彻
に
投
ず
る
の
で
あ
る

”。

«
常
總

51
擧
；の
行

’は
る

.、
每

|̂
、
全

選

觀

踌

の

「

四
へ
分.
-
0一
 

は
'前

ど
%

#'
仰
の
政
鐵 

k

&麗
す

る

0 :
例
で
あ
る 

VJ 、

ニ Governmel. of 

E
n
g
l
a
n
<
i
3

0 .
著

者

ロ

]:
:
^
.ュル
^

0

ニ
：

.

. 

, 

i 

-

ば
說
い
て
居
る
。：

 

，：

此
の
如
く
英
國
の
兩
大
政
黨
は
、各
自
の
根
本
主
義
に
於
て
甚
だ
し
き
相
異
ぁ
る
も
の
で
な 

:
.い。
>
故
に
朝
に
立
て
る
：政
黨
は
、其
の
根
字
主
義
に
觸
れ
な
い
開
題
に
關
し
て
國
會
に
敗
北
を 

取
つ
穴
艺
き
ぜ
む
じ
て
敵
黨
に
政
府
城
を
明
け
渡
す
雅
量
を
有
つ
て
居
る
。.
と
云
ふ
の
は

^

 

!
し
根
本
主
義
に
於
て
甚
だ
し
き
相
違
あ
る
ビ
き
は
、敵
黨
に
政
權
を
讓
渡
す
こ
ど
が
出
來
な
い 

か
ら
で
あ
る
。
此
の
：如
く
し
て
政
府
即
ち
內
間
は
交
迭
し
て
も
、こ
れ
が
爲
、國
家
に
激
動
を
與 

ベ
ず
し
て
、政
府
の
好
政
掘
關
は
常
に

p

m
'に
，運

轉

す

る

の

2

る
。，

®C
«
EL
大
陸
諸
國
に
於 

て
は
，各
政
黛
の
信
條
は
，明
白
に

.規
定
せ
ら
れ
て

■居
る
け
れ
ど
#
黨
の
時
事
間
題
に
對
す
る
關 

係
は
混
亂
し
て
明

.か「

で
な
い
。
北
米
合
衆
國
で
は
英
國
の
如
き
議
院
：制
度
が
確
立
•し
て
居
な 

;い
か
ら
采
國
の
行
政
府
は

®
重
に
立
法
府
か
ら

0
御
せ

.ら
れ
て
辱
る

)

^
®
の
主
義
並
び
に
特 

殊
の
政
策
に
對
す
る
立
場
往
々
に
し
て
明
白
を
缺
い
て

.居
る
。

Z
れ
せ
皮
對
に
英
國
に
て
は
、
 

兩
大
黨

の
一
般

_
政
治
ま

_
は
容
易
に
到
明
し
難
い
け
れ
ど
、凡
ゆ
る
重
木
な
る
法
案

K
對
す 

る
朝

'野
兩
黨
の
政
見
は
明
瞭
に
し
て
見
ま

/か
ふ
可
く
も
な

S
?

ヾ

第
拾
九
世
紀
を
®
じ
て
こ
十
世
紀

1
4

亘
つ
た
：英
國
の
內
政
改

m

:‘—

選
擧
權
の

K

s g
i c

.® : 

$

.

i
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二
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大
政
織
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ミ
勞
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政
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六

.
法
や

®
.法
や
地
方
制

'度
及
び
乘
官
制
度
の
改
苯
、衡

0 
0 

.

解
！

國
敎
徒
や
羅
馬
敎
徒
の
解
放
、其
他

g

近
の
息
ゆ
る
社
會
政
策

I

は
大
部
分
自
由
黨 

.

政
府
の
ー
宇
で
遂
行
せ
务
れ
た
。

穀

物

令

廢

Jh
や
、第

二

囘

選

擧

.法
改
革
は
；.保
守
黨
軟
府

0
手
に 

断
行
せ
ら

.れ
た
け
れ
ど

.是
等
迚
も
自
由
黨
辦
其
の
素
地
を
作
つ
た
か
、然
ら
ざ
れ
ば
、其
の
後
援 

を
爲
し
た

.か：ら
成
功
し
，た
の
で
あ
る
。
左
は
あ
れ
、保
守
黨
も
其
名
稱
咚
相
應
は
し
、い
役
目
を 

リ
演
じ
な
の
で

.あ
る
。

」

保
守
黨
を
以
て
凡
ゆ
る
改
革
或
は

^
ゆ

，
る

建

：
難

的

立

法

に

對

し

て

'

圖
 

に
反
對
し
來
っ
た
潘
ビ
想

•像
す
る

.は
大

‘な
る

‘靡
見
で
あ
る

‘。
ビ

1

，
は
穀
物
法
發
ゎ
を
遂
行 

:

し
た
外
、自

由

黨

が

ー

般

的

州

部

響

察

制

度

-5
:
立

て

た

前

十J

年

即

ち

I.

八

ニ

九

年

‘に
，
於

て

、
•皮 

は
旣
に
都
市
瞥
察
制
度
を
制
定

.し

^
。.

夫
れ

か
ら
第
十
九
世
紀
を
通
じ
て
、保
守
黨
は
勞
働
階 

級
の
狀
態
を
改
良
せ
む
が
爲
、エ
場
に
關
す
る
法
律
を

.制
定
す
る
こ

^
に
就
て
、自
由
黨
に
劣
ら 

な
い
程
勞
働
者
に
：對
し
て
友
誼
的
で
あ
ー
0
た
の
.で
あ
る
：？

自
由
.黨

は

常

に

勞

働

者

の

味

方

を 

:.
:
以

v

.f
f
:じ
.て
屈
た
に
：も
拘
は

：

ら
ず
、ァ
ダ

‘
ム，ス
ミ
ッ
ス
に
依

*9
、て
提
唱
せ

6
れ
、リ
カ

1
ド

や

ミ

,

'父「

子
に
依
つ
て
祖
述
：背
ち
れ
、而
し
て
主
ビ
し
て
グ

.ラ
ッ
ド
ス
ト

v
t;
依

o
て
實
施
せ
ら
れ
た
自 

由
放
任

fis'5ez g
r
e
)

の
主

_
は
、痛
く
下
級
階
：級
忙
不
幸
な
る
影
饗
を
及
ぼ
し
て

*爲
め
.に
自
由

激

0-
'黨
勢
に
婼
办
を
爲
し
た

0
.極
.端
な
る

‘自
由
競

.爭
>放
任
政

.策
の
弊
害

'は
忽
ち
見
は
れ

^
こ

. 

れ
.を
織
正
す
对
き

_
壁
の
必
：，要
が
迫
つ
て

' 來
た

0
で
、追

が

R
自

由

黨

も

自

出

放

任

圭

_

を
拋 

;棄
せ
，ね
ば
な
ら
な

.く
な
つ
た
。

;
此
の
如
く
し
て
第

3
十
世
紀
に
入
っ
て
、自
由
黨
は
益
-
勞
働 

■;
■階
級
の
爲

ff
l
i
:
會
政
策

'を
行
っ
た
の

t
あ

る

。
：

然

し
^

ら
保
守
黨
と
雖
、唯
だ
工
場
法
ビ
の
，み云 

'.
は
：
§

働
潘
の
爲
に
住
宅
：を
供
し
、各
種

.の
保
險
法
を
布

&
、養
老
年
金
を
與
へ
、職
業
を
紹
介
す 

る
等
、各
般
の

.社
會
政
策
を
行
ぅ
こ

V
J

に
於
て
、

®
.
.
だ
に
反
對
せ
ざ
る
の
み
か
、寧
ろ
進
む
で
拨
助 

を
藉
し
れ
の
で
あ
：る。
相
異
は

.單
に
自
，由
黨
が
常
に
主
動
者
丨
で
、統

I

黨
は
'客
位
に
在
っ
た
迄

.
'/
:
>

ぁ
が

,°
• •. 

V
:

.

. '
:

:

:

.

ノ
自

*
.黨
と
統

1

黨V
J

は
、一
般
政
治
的
主
：義
ビ
敎

.條

.と
に
於

.，て
甚

だ

し

き

相

.興
を
見
な
い
け 

れ

r
、#

自

夫

れ

)

/

\傾

向

^

異

に

，
し

て

居
る
。

反
0

黨
で

は

承

.認

.し
な
.
い

け

れ
r
,自

由
黨
は 

自
か
ら
ょ

$
多
く
民
主
的
で
、ょ

.

C
N

多
く
人
民
の
信
用
を
受
け
、又

4

 X

多
ズ
勞
働
翁
に
對
し
て 

同
情
を
有
し
て
居
る
と
信
じ
て
居
る
。

こ
の
點
に

'於
て
は
勞
働
：黨
も
亦
自
曲
黨
.以
上
の
自
信 

を
懷
い

；v

居
る
。
自
由
黨

_

で
は
云
ふ
の
で
あ
る
。
自
由
黨
は
信
念
一
か
ら
勞
働
に
關
す
る
立 

法
に
賛
成
す
る

,»
れ
ど
、保
守
黨
は
投
蓽
を
獲
得
せ
む
が

.爲
、之
に
賛
成
す
る
に
過
ぎ
‘な
い
の
で 

，滞

十p

卷
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.

.
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. 

■
, 

• 

: 

' 

■

,

自
由
、統
一
兩
大
黨
は

I

國
- 0

政
策
の
上
に

.

於
て
乙
を
激
烈
に
爭
ふ
け

.

れ
ど
、元
來
政
治
'の
限

r'. 

■ 

. 

'

: 

本
主
義
に
於
て

*
だ
し
い
相
異
を
觅
な

.1
'
の
で
あ
る
か
ら
、其
の
爭
た
る
や
殺
伐
で
も
深
酷
で 

I. 

>
な
い
。
現
に
今
度

0
大
戰
前
か
ら
、兩
大
黨
の
間
に
外
交
政
策
ざ
、國
防
の
第
一
線
れ
る
海
取 

へ 

間
題
は
、政
爭
の
目
的

y
し
な
い

S
云
ふ
諒
解
が
出
來
て
居
た
程
で
、外
，間
か
ら
見
る
ビ
，何
だ
い

.r. 

.... 

' 

■

「

.，
 

眞
劍
勝
負
で
な
い
感

,b
か
す
る
。
或
人
が
英
國
兩
大
黨
の
政

^
は
、ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、ヶ
ム
ブ

y
ク

， 

、タ兩
大

.學

0 -
競
技
を
其
の
儘
政
治
社
會
に
移
し
ぬ
戈
の
で
あ
る
ビ
評
し

.た
が
、誠
に
其
の
爭
た

二
 ■ 

: - 

- 
'
 

.
 

_ 

. 

. 

.

; 

る
や
、フ

f

r

•
フ
レ
ー
で
、政
策
の
上
に
於
て
破
る
れ
：ば
，兩
黨
何
れ
も
潔

<
敵
黨
に
政
權
を
讓

«

’ 

• 

« 

*
.

: 

•
す
こ
ビ
、恰
も
べ
！
ス
ボ
ー

パ

の
競
技
で
、一
勝
負
終
れ
ば
シ

]

V
を
代
る
が
如
く
で
あ
る
。
此 

:■
' 

,

の
如
ぐ
政
爭
が：

公
：明
正
大
で

1淡
白
で
あ

‘つ
て

I
そ
、は
じ
め
て
政
洽
生
活
の
快
味
を
威
ず
る
の

屍
：： 

“

5
0 

.

『

■' 

四
'
.
;
：'
:
：

..

 

: 

.

t
>

. 

. 
-
 

.

.

.

. 
- 

•
• 

• 

— 

- 

.

こ
の
兩
大
黨
の
間
に

.介
在
し
て
、第
拾
九
世
紀
後
半
以
來
第
三
黨

*
る

役

目

を

演

じ

.來
つ
た 

i. 

の
は
愛
蘭
國
民
黨
で
あ
つ
た
。
然
し
愛
蘭
國
民
黨
は
一
昨
冬
の
總
筆
難
に
約
八
十
名
か
ら
七

‘
,

名
の
少
數
に
歡
減
し
て

‘、今
で

|1
辛
う
じ
て
前
年
の
翁
駿
を

「

止
ひ
る
に

*.
ぎ
な
い
。
同
黨
が
此

. 

.

.

. 

.

.

:の
如

V
;

き

異

常

の

.

.
敗

北

を

取

つ
た
の
は
、大
戰
中
獨
逸
と
內
通
し
て
獨
立
を

企

て

、
居
た
シ
ン

•
フ 

1
;ェィ

ン
黨
：が

巴
里

の
_'和

會

議
を
機

#

と
し
て
多
年
の
目
的
を
遂
げ
む
が

.

爲
.

大
活
動
を
演
じ
た 

結

®
、俄
か
に
こ
れ
に
地
盤
を

»
食

.

せ
ら
れ
た
の
と
、他
に

«
首
ジ
ョ
ン
，

y

ド
モ
.
ン
ド
の
死
も
少
な 

か

ら

女

同

黨

今

日

の

頹
勢

.

を

招

ぃ

た

と

思

は

る

。

然

し

愛

蘭

の

獨

立

は

到

底

英

國

の

..承
認
し 

能
は
ざ
る
所
で
あ
る
か

.
£

¥晚
愛
蘭
問
題
は

h他
の
何
等
れ

Q

形
で
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
勺 

愛
蘭
が
國

a

m
の
主
張
す
る
が
如
&
自
治
の
目
的
を

遂

ぐ
る
と

否

しヾ
.に
關
は
ら
ず
、比

㈣
的
種

健
分
子
ょ

令

成
る
此

.の
«
派
が
、今
日
の
隞
衰
滅
し
て
了
は
う
ど
は
倩
發
ら
れ
な
ぃ
。
今
や
シ

•

•

 

.

.

.

ン

•
フ
ェ
イ
ン
黨
の
跋
，扈
.と
-共
.に
、愛
蘭
の
秩
序
は
亂
れ
綱
紀

.は
弛
廢
し
て
、英
國
官
懑
は
手
の
下
し 

や

.う
も
な
ぃ
無
政
府
の
狀
癒
で
あ
る
が
、戰
時
氣
分
の
減

®
に
連
れ
て
、ぃ
づ
れ
は
騷
擾
も
鎮
定 

せ
ら
る
く
で
あ
ら
う
。
其
の
時
は
即
ち
愛

’隱
國

民

霉

が

今

日

の

頹

，勢
：を
恢
復
.す
る
機
會
で
あ 

ら
う
。

ア
ィ
ザ
ッ
グ
。
パ
ッ
ト
や
パ
.
1
ネx

以
來
終
始

1

賞
愛
顧
自
治
の
大
目
的
を
固
執
し
て
二
切 

Q

染
協
を
排
し
、其
の
領
袖
等
も
仕
官
を
求
め
ず
、黨

M
擧
づ

t
英
'國
政
府
の
手
か
ら
顯
位
榮

”稱
：
 

(

愛
：蘭
に
：於
：け

.る
法
言
の
外

¥
琦
け
て
、苟

〜

も
個
人

.的
昇
進
の
機

# -
を
無
：視
：し
來

0
た
の
は
、其

第
十
拽
猞
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笫ニ號七〇

の
.賢
憑
‘
措

V
て、操
：守

.の
堅

’固
な
る
免
に
角
尊

_

に
値
す
る
政
：黛
と
謂
ば
：ね
ば
な
ら
ぬ
。
之

‘ 

を、要
す
る
に
，愛
蘭
問
題
が
組
何
に
解
決
せ
ら
る

>を
間
は
ず
、愛

11
‘の
政
黨
の
勢
ヵ
が
全
然
英 

.■國

の

政

界

か

ら

驅

逐

，
せ

ら

る

.

.
、

.
の

日

は

迎

い
將
.來
.
.で
は
あ
.る
.
‘ま
.い.と

思
.は
る
。

次

に

一

•九

一

七

年

國

R
黨(

^

, 口巴party) 
€

云

ふ

非

常

に
名

稱

の

堂

々

/a
る
新
ら
し
い
政 

黛
が
.生

れ

穴
。

乙
の
政
黨
は

「
踏
級
的
地
方
的

-若
く
は
.宗
派
的
政
策
に
反
對

し
、」

而
し

て
對

»
戰 

爭
を
手
强
く
行
ひ
，、且

「

獨
逸
の
勢
力
の
絕
減

】

を

0
的W

し
て

居
る
。
興
め
發
起
潜
に
は
富
豪
が 

加
つ
て
居
る
と
見

'へ
て
、極
め
て
：短
時
期
の
間
に

'二
十
五
，萬
磅
の

«
金
を
獲
た
^
宣
言
し
て
居 

る
。
黨
員

と

云
つ

で
は

十
入
じ
達
せ
ざ
る
代
議
士
せ
，他
に
事
を
好
む
名

も
な
い
少
數

貴
族
に 

過
ぎ
な
い

け
れ

W
、

其
の
宣
言
す
る

所
は

日
く

「
疋
直
な
る
行
政

•純
粹
な
：る
政
治
組
織
及
び
榮
稱 

一
の
非
賣」

日
：<「

過

去

多

年

R

S
つ
て
、舊
來
：の
政
黨
制
度
.は
英
國

K
ゆ
精
神
：の
組
織
せ
ら
れ
た
る 

假
僞
以
上
に

出
で

ざ
一& 

&

」

。
日
く

『

若
し
吾
人
に
し
て
戰
爭
に
勝
利
を
獲
む

と

欲
せ
ば

——

而
：
 

七
て
戰
後
も

|

,
鬼
に
角
吾
人
は

-此
の
政
黨
て
ふ
蛸
子
の
緊
扼
ょ
り
解

.放
せ
ら
れ
'ざる
可
か 

ら
ず」

と
。

多
少
英
，國

政

^
界
：の
弊
®
を
指
摘
し
て
肯
綮
を
得
た
る
も
の
な
い
で
も
な
い
。
苦 

し

大
戰
が

あ

0
上
、永
く
釋
ぃ
て
居
た
な
ら
ぱ
、此
の
新
政
黨
が
勢
力
ど
獲
る
機
會
が
あ

ク

た
か

球|
一

も
知
れ

な

い
。
听
が
戦
爭
'も
や

がy

終

b
ft
,
の
上
一
槪
に
名
聲
を
博
.ぅ

し
や
ぅ

S
焦
躁
つ
た 

か
ら
、M

の
黨
派
；は
當
抓
の
高
：い
決
心
か
ら

.外
道
に
墮
し
て
了
つ
た
。，
一
昨
冬
の
總
選
擧
に
も 

辛
デ
じ

V

i
名
の
代

a
士
を
出
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ

^

今
後
此
，の
黨
派
が
盛
大
に
な
る
時

が
到
來
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、少
な
く
と

'̂
此
の
黨
派
か
揚
言
し
^
英
國
政
黨
政
治
の
絕
滅

,

■

は
期
待
せ
ら
れ

^
ぅ
に
も
見
へ
な
い
。

:.
'

夬
れ
か
ら
新
選
擧
法
に
據
て
、婦
人
に
選
擧
權
及
び

#

選

擧

‘
權

の與
へ
ら

れ
た

今
日
、
英
國
に 

婦
人
黨
，1

w
o
m
e
n

orparty》v

か
生
出
す
る

こ
ど
は
、
自
然
の
趨
勢

S
見

ら

る

、
。

婦
人
參
政
權
論 

者
.

(suffmze

里
は
、
新
選
舉
法
が
旣
に
婦
人
に
選
擧
檫

と

*
.に
被
選
擧
權
兮
さ

へ
興
へ
た

今
日
、
全 

.然
’當
初
の
目
的
を
達
成

.：した
：！

t

で
あ
る

か
ら
、
旣
に
政
霉
的
運

®
を
す
る

.理
'由
を

‘失
つ
た
。

•
そ 

れ
で
婦
人
は
今
後
別

」に
：：

恒
久
的
政
黨
を
組
織
し
な
い

で
、
結
局

_

在
，の
政
黨
の
何
れ
か
に
夫
れ 

/

\
味
方
す
る
に
至
る

.で
あ
ら
う

^
觀
察
す
る
が
妥

■當
ど
思
は

'
 
る。 
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